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要旨

　本論は，ブラウン管方式のテ レ ビの 中か ら、商品ラインア ッ プの構成比

率が高い 「ワ イ ドテ レビ」 と 「ス タン ダードテ レビ」の 2カテ ゴリを対象

と して 1 主要 5メ ーカの過去6年間の商品展開 とデ ザインにつ い て検討 し

たもの である。

　両カテ ゴリの商品展開は ，ブラ ウン管および映像表示機能の高性能・高

機能化に基づ くもので あり，その変化の過程は各メ
ー
カ ごとに異なること

が わかっ た。また各年度の新機種 を対象と して、外観デザインの 共通性に

つ い て調査したとこ ろ，全機種が同一のデザ イン である 「統一型デザイ

ン」と複数の デザイ ンが混在する 「分散型デザイン 」の 2 種類があるこ と

がわか っ た。さらに後者は，デザインの共通する観点の 有無やその違い か

ら、　「タイプ立脚型デザイ ン」　「画面サイズ立脚型デザイ ン」，そしてデ

ザイ ンの統一がみ られない 「分散型デザイン」の 3種類に分類できるこ と

がわか っ た。これらのデザインの考え方の違い はラインア ッ プ化される新

機種の タイ プや画面サイズの種類などとともに，各メ
ー

カの商品戦略の 違

い や生産コス トに対する考え方の違い などが影響 してい る と考えられた。

Summary

　This　study　d｝scusses　the　wide−frame　and　the　standard・frame　cathGde・

ray　tube　TV　sets、　particular」ythe　produd　Iine・ups　and　designs　of　these　two
types　marketed　by　five　Ieading　manufacturers　during！he　past　six　years，
these　tWo　categories　having　higher　Oompoment　ratios，

　The　produc重line−ups　for　the　two　categories　are　based　on　improved

performances　and　functionsfDr　cathodeイay　tubes　and　image　displays，　but
their　process　of　changes　were　diffesent　by　manUtacturers，　Examination　of

new 　models　for　each　ot　these　six　years　inregard　of　the　common 　features　of

the　outside　desjgns　revealed
”
unitied　type　design”where　all　modeis　had

宝he　identical　design，　and　
I鬮distribution　type　designll　where　a卩models　had

plural　designs．　The　IaUercould　be　classiIied　into　three　based　on　the

presence〆absenoe　or　difference　of　viewpeints　common 　to　design；
胃
［ype

dependent　design1鬮

，
”

歪rame・size　dependent　design閥and 胃distribution　type
design”where　the　design　was 　not　uniform．　Di什erences　in　the　design

philosophy　as　wellas　differences　in　the　types　and　frame−sizes　of　new

product　Iine・ups　were 　considered　to　be　re刊ecting　difterences　in

merchandising　strategies 　and　the　attitude　toward　production　costs　of

manUfaC 重UrerS．

1．は じめ に

　 カ ラ
ー

テ レビ （以
．
下，テ レ ビ と記 す）は，国 の 行政 と も言 え

る放送メ デ ィ ア の 発展 と ともに 新製 品が 開発 され て お り，昨今

で は2000 〔平 成 12）年 12月か らの BS デ ジ タ ル 放送の 本放送 開始

に あわせ て 多 くの 新製 品が 開発 ・発売 され た 。 また テ レ ビ本 体

の 機能 ・性 能 も新技術 の 開発 と と も に 進歩 して お り，音質 や 画

質の 向上 を 目的 と した様 々 な 新 製品 が 開 発 ・発売 され て い る 。
さ ら に ユ

ー
ザ の 利 用形態 や 設 置場 所 な ど に対 応 し，視聴 可能 な

放送 メ デ ィ ア が 同一
で ある タ イ プ に お い て も，画面 サ イ ズ の 違

い な ど の 仕様 の 違 い に よ り，様 々 な バ リエ
ー

シ ョ ン が展 開 され

て い る。

　前報 ［注 1］で は，ブ ラ ウ ン 管方 式 の テ レ ビを対象と して ，
もっ と も基 本的 な機能で あ る放 送 メ デ ィ ア へ の 対応 機 能の 違 い

か ら分類 され る 「タ イプ」 に着 目 し，主 要 5 メ
ー

カ の 過去 6年

間 の 商 品 ラ イ ン ア ッ プ の 変 遷 を検討 し た。そ の 結果，後述 す る

「ワ イ ドテ レ ビ」 な どの 4 種類 の カ テ ゴ リ ご と に，そ の 変 遷の

過程 が 異 な る こ とが 明 ら か に な っ た。また，カ テ ゴ リ に よ っ て

は 各メ
ー

カ が 保 有す る タ イプ は 異 な っ て お り，テ レ ビ の 商 品 ラ

イ ン ア ッ プ は，タイプの 観点か ら大きく提 える こ とが で きる こ

と がわ か っ た。

　本論 で は，そ の 継続研究 とし て ，画面 サ イズ な ど物 理 的 な観

点 か ら商品 ラ イ ン ア ッ プ の 展 開 の 特徴 を把 握 す る とと もに，商

品 ラ イ ン ア ッ プを構成す る機 種に 対 す る デ ザ イン の考 え方 に つ

い て検討 す る もの で あ る。

2．調査 対象の 選定

2．1．調査 対象 とす る映像デバ イス の 選 定

　テ レ ビは映像 デバ イ ス の 種類 によ り，ブ ラ ウ ン 管方式，背面

投写 型 （リ ア プ ロ ジ ェ ク シ ョ ン ），液 晶表示 装 置 （以 下，LCD

と記す ），プ ラ ズマ デ ィ ス プ レ イパ ネル （以 下，PDP と記 す）

の 4種 類 に 大 き く分類 で きる。各 デバ イ ス に よ り生 産 コ ス トや

画 面 表 示 性 能 に 大 きな 差が あ る た め，現 時 点 に お い て は 量産 技

術が確 立 して い るブ ラ ウ ン 管方 式が主流 で あ る が，将来 的 に は

画面 サ イズ に よ る棲 み 分 け が 指 摘 され て い る ［注 2 ］。 例 え

ば ，PDP で は ブ ラ ウ ン 管方式 で 画面 周辺 に ゆ がみ が で る40 イ ン

チ 以 上 の 大 型サ イズ や 重 量 の 面 で有 利 と されて い る が．非常に
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高 額で あ る た め ，販売 価格 を 1 イ ン チ 当 り 工万円程 度を 目標 と

して 生 産効 率 の 向上 に 取 り組 ん で い る ［注 3 ］。

　 本論 は商 品 ラ イン ア ノ ブ を構成 す る 様々 なバ リエ
ー

シ ョ ン と

デ ザ イ ン との 関係 を検討す る こ とが 目的 で ある こ とか ら，もっ

と も広 く普及 し，多様な バ リエ
ー

シ ョ ン が 展 開 され て い る ブ ラ

ウ ン 管 方 式の み を 対象 と して ，以 降 の 調査，考 察 を行 うこ と に

し た。

2．2．調 査対象 とす る メーカ及 び 期 間の 選 定

　調 査 対 象 とす る メ ーカ は，ブ ラ ウ ン 管 の 製造 の 有無 や シ ェ ア

の 観 点 を踏 まえ，松 下 電器 産業株 式 会社 似 F，バ ナ ソ ニ ノ ク

と記 す ），株式 会社 東 芝 （以 下，東芝 と記 す｝ ，ソ ニ ー株 式 会

社 （以下，ソ ニ
ーと記す ♪ ，株式 会社 日 立製作所 （以 ド．日立

と 記 す ｝，シ ャ
ー

プ 株 式 会社 似 下 ，シ ャ
ープ と記 す 〕 の 5

メ
ー

カ とす る こ と とし た。また調査 期 間 は，ワ イ ドテ レ ビ が 広

く 市場 に 普及 し て き た と考 え られ る 1994 （平 成 8 ）年 度 か ら

1999C 平成 11）年 度 まで の 6年 間 とす る こ と と した。

　具体 的に は ，上 記 の 各メ
ー

カ及 び 各年度 の 新製 品が 出揃 う下

半期 を 中心 と した カ タ ロ グ を対 象 と して ，カ タ ロ グに 記載 され

て い る 機種名を もと に デ
ー

タの 抽 出 を行 っ た，，調 査対 象 と な っ

た 機種 は，表 1の 各年 度 の 上 段 に 示 す パ ナ ソ ニ ッ ク が 254機

種，東 芝 が 219 機 種，ソ ；
一

が 208 機 種，日 立 が 179 機 種 ，
シ ャ

ー
プが 190機種 の 合計 1050機 種 で あ る。

2．3 調 査対 象 とす るテ レ ビの カ テ ゴ リの 選 定

　 さて 調査 対 象と した ブ ラ ウ ン 管 方式の テ レ ビ は ，ア ス ペ ク ト

比 や ビ デ オ テ
ープ レ コ

ーダーを 主 とす る 付帯機能の 有無に よ

り，　 1ワ イ ドテ レ ビ」　iス タ ン ダー
ドテ レ ビ」　［複合型 ワ イ ド

テ レ ビ」　「複合型 ス タ ン ダ
ー

ドテ レ ビ」 の 4 カ テ ゴ リ に 大 き く

分類す る こ とが で きる。そ こ で ，商品 ラ イ ン ア ノ ブ に 占め る 各

カ テ ゴ リの 構 成比 率 を確認 す る こ と に した。

　 そ の 結 果，各カ テ ゴ リ ご との 各 年度 に お け る 構 成 比 率 を 5

メ
ー

カ の 乎 均値 で み て み る と，図 1 に 示す よ うに 各 カ テ ゴ リ ご

と に そ の 割 合 が 大 き く異 な る こ と が わ か っ た。各年度 に 共 通 し

て 「ワ イ ドテ レ ビ」 と 「ス タ ン ダードテ レ ビ」の 構 成 比率 が共

通 して 高 く．両 カ テ ゴ リで 全 ラ イ ン ア ノ ブの 80％ 前後 を 占めて

い る こ とが わ か っ た。そ こ で，本論 で は各年度に おい て 多数の

バ リ エ
ー

シ ョ ン を保 有 し て い る 「ワ イ ドテ レ ビ 」 と 「ス タ ン

ダ
ー

ドテ レ ビ」 の 2 カ テ ゴ リ を対 象 と して ．以降 の 検 討 を行 う

こ と に した 。

　 なお ，両 カ テ ゴ リの 時 系列 的な 変化 をみ る と，97年度 まで は

ワ イ ドテ レ ビ の 比率 が 上昇 し，商 品 ラ イン ア ッ プ が 拡 張 され て

い る が，98年 度以 降は 反対 に ス タ ン ダードテ レ ビの 比 率 が上昇

して お り，商 品 ラ イ ン ア ッ プ が 再 び 拡 張 して い る こ とが わ か

る 。 こ の こ とは，ワ イ ドテ レ ビが 広 く普及 す る との 市 場予 測や

メ
ー

カ サ イ ドの 買 い 換え需 要の 喚 起 に よ り，ワ イ ドテ レ ビ が 開
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表 1 調査対象とした メ
ーカ別機種数
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図 1　 商品ラ イ ン ア ッ プ を構成す る機種数の カ テ ゴ リ別 構

　　　成比 （5 メ ーカの平均 ）

発 され 市 場 に投 入 され た に もか か わ ら ず，ア ナ ロ グ ハ イ ビ ジ ョ

ン 放 送 に お い て は 試 験放送の 位置づ け の ま ま 前述 した BS デ ジ タ

ル ハ イ ビ ジ ョ ン 放 送 へ 移行 し て し まった こ と や，ワ イ ド規格 に

対応 した テ レ ビ番組，CM ，ビ デ オ ソ フ トな どの コ ン テ ン ツ が

十分 に供給 され な か っ た こ とが 原 因 と な り，再 び ス タ ン ダ
ー

ド

テ レ ビへ の 需要が 高ま り，製品 開発の 重点が 変化 した こ と を示

唆 して い る と考 え ら れ る。

3，商 品 ラ イ ン ア ッ プの 展 開

31 ワ イ ドテ レ ビ の 商品 展 開

3．11．調査 対象

　調査対 象 と した ワ イ ドテ レ ビ の メ
ー

カ別 機種数 を 表 1の 各年

度 の 下 段 左 側 に示 す。各メ
ー

カ の 該当機種 数をみ る と，パ ナ ソ

ニ ソ クが ll7機種，東 芝 が 113．　ec種．ソ ニ ー
が 104機種，日立 が

96機種 t シ ャ
ープが96機種 の 合計526機種 で あ る。
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3．1、2．デー
タの 作 成

　表 1か ら明 らかな よ うに，メ
ー

カ に よ り機 種数 が 異 な る と と

もに，各年度 ご と に機種数 の 変化 が み られ る。こ の こ とは，前

報 ［注 1］で 明 らか に した よ うに ，各年 度 ご と に タ イプの 追加

や消滅 を主 要 な要因 と して ，機種 数が変 化 して い る と考 え られ

る 。 さ ら に本 調査 期 間に お い て は，後述 す る ブ ラ ウ ン 管 を主 と

する機 能 ・性 能 に技 術 開発 がみ られた こ と も理 由 として考 えら

れ る 。 そ こで ，ワ イ ドテ レ ビ の 特徴 を評 価 す る 項 目 と して ，

も っ と も基本 的 な項 目 で あ る 前述 した 「タ イ プ」に 加 え，カ タ

ロ グに 記載 され て い る セ ール ス ポ イ ン トな どを参考 と して，以

下 に示す 5 ア イ テ ム を選定 した。

　 なお，各メ
ー

カ の 商品展 開の 違い を探る こ とが 目的 で あ る た

め ，各メ ー
カ に 共通 して と らえ る こ と の で きる 項 目 を選 定 し

た 。 そ の た め，ア イ テ ム 数 は 5種類 と少 な い が問 題 ない と判断

した。

〔1） タ イプ

　 も っ と も基 本 的な機 能で ある 視聴 可 能 な放 送 メ デ ィ ア の 種類

に 対 応 す る もの で あ り，価格 に も影響す る こ とか ら設定 し た。

本調査 期 間で は，放送 メ デ ィア へ の 対応 機能 と して，　 「地上波

チ ュ
ーナー

」　「MUSE デ コ
ーダ」　「M −N コ ン バ ー

タ」　「モ ジ

ネッ ト」　「k デ コ
ー

ダ 1 「BS チ ュ
ー

ナ
ー

」　「CS チ ュ
ー

ナ
ー

」

「
．
識別機能 （ワ イ ドク リ ア ビジ ョ ン ）」　「水平高画 質化 機 能

（ワ イ ドク リ ア ビ ジ ョ ン ）」 の 9 種類 の 機 能 を抽 出す る こ とが

で き，こ れ らの 対 応機 能の 組 み 合 わ せ の 違 い か ら37タ イ プに分

類す る こ とが で きた。

（2）画 面サ イ ズ

　設置 場所 や 使 用形態 な どに 影響 す る もの で あ る こ とか ら設定

した。画面 サ イズ は 自由 な規 格が 可能 で あ る が，特殊なサ イズ

の 場合 は 生 産 コ ス トが高 くつ くため，各 メ
ー

カ に 共通 す るサ イ

ズ とな っ て お り，6 サ イズ に 分類す る こ とがで きた。

（3） ブ ラ ウ ン 管種類

　 曲面 型 と平面 型の 2 種類 に 分 類 で きる。ブ ラ ウ ン 管に は，球

面 の
一部 を切 り取 っ た 形状 の シ ャ ド

ー
マ ス ク 方式 と 円筒形 の

一

部 を切 り取 っ た 形状 の ト リニ トロ ン 方式 （ソ ニ ーの み ）の 2 種

類が ある 、
い ず れの 方式 に おい て も大画 面 に は不 向 きで あ り，

多チ ャ ン ネル ・多メ デ ィ ア と い っ た放 送の デ ジ タル 化，DVD な

どの高画 質メ デ ィ ア の 普及 な ど に 対応す る 理想 的 なテ レ ビ と し

て 平面 ブ ラ ウ ン 管が 開発 され た 。 ま た，画像 の 歪 み が ほ と ん ど

ない ，映 り込 み が な い と い っ た 視 覚 的 メ リ ッ トもあ る ［注

41 。

（4）チ ュ
ー

ナ
ー数

　 ワ イ ド型 に よ る画 面 サ イズ の 大型 化 に よ る 2 画 面 表 示機 能の

こ とで ，使 い 勝手 に 影響す る 機能 で あ る こ とか ら設 定 した。

（5）映像表 示機能

表 2　調査 項 目と した 5ア イテ ム 49 カ テ ゴ リ （ワ イ ドテ レ

　　　ビ〉

轟編
U ｝ タイブ ．．工x  L ．．．．．．．．．．．■．．．．．．齟．齟」」」

、．TXR脚 廴．．．．．．．．．．■　　　　　　　　　■．．．．．．．．．．．．．．．．L．．．」」
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．ユ．．
．2．．
．3．．
．」．．
．5．．
．丘．．
．ヱ．．
．．δ．．
．．9．．
、且Ω、
」⊥．
．iλ．
．旦 ．
．璽生
．璽Σ．
」負、
．iヱ．
．1＆．
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．2⊥．
．2z、
2豊．
．2生．
2且．
．2弖．
．2ヱ．
2旦．

■　■　　　■　　　■
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．．工XR旦路 ．．．．．．
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■　　 　■　圏　■　■　 1「1r「「「閲．．「．．．．．．．．．．．．．．．」」．

TYPE ■　■　■　■　■　■　　 　■

ぼ 1 画面サ イズ 1．．．．．
2．．．．．
．3．．

．．ユ昼iZ ：乏．．．．．．．．．．．．
．．釧腔 Z ：乏．．．．．．．．．．．．
24イ ンチ．．．．．．．．．．．．．

4．．．．．
．5．．

　　　．．．．．．．．．．．．．
．．  弖z ：左．．．．．．．．．．．．
．．32江z 牙：．．＿．．．．．．．
　 イ ン チ

壌 ）ブ ラウ ン 管種類 ．．L齟．．曲面．．．．．．．．．．．．．．．．．．
L．「．

匝 ：1 チ ューナ
ー

数 1 シ ン グル

ツ イ ン

〔5 ）映像 表示機能 ．．L ．．飛び越並走査 ．．．．．．
1 ，　 ．．

　 映像 を 表示 す る 走査 線 の 数 の こ とで ，従 来 の 飛 び越 し走 査方

式 と，そ の 数 を 2 倍 に した順 次 走査 方式の 2 種 類に 分類で き

る 。ユ ーザ の 嗜好
・
利用 形態や 価格に大 き く影響する こ とか ら

設定 した。

　決定 した 5 ア イ テ ム 49 カ テ ゴ リ を表 2 ［注 5］に 示 す。

3．1．3．ワ イ ドテ レ ビの 非線形主 成分分析 に よる 分析 と結 果

　各メ
ー

カ の そ れぞ れ の 機種 をサ ン プル と し，上 記 の 項 目 につ

い て デ
ー

タ を作成 した 。カ テ ゴ リ に は 「順 序 尺 度」 や 「名 義尺

度」が含 まれ る こ とか ら，非 線形 主成分 分 析 ［注 6 ］を用 い て

分析 した。

　 その 結 果 ， 図 2 に 示 す よ うに 第 5 主成 分 まで の 固有値 の 変化

をみ る と，第 2 主 成分 以 降 の 固 有値 の 下 が り方が 小 さい こ と か

ら，第 2 主 成 分 まで を取 り上 げ て 以 降 の 分析 を行 う こ と に し
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た。

　因 子 負荷 量か ら各主成 分 の 解釈 を試み る と，第 1主成分 の 正

方 向に は 「画面 サ イズ ／ 且6 イ ン チ 」　「タ イ プ／ TYPE 　1 」 な

ど，反対 に 負方 向 に は 「画面 サ イ ズ ／ 36 イ ン チ 」　「タ イ プ ／

TYPE38 」 な どが布 置 され て い る 。 正 方向に い くほ ど 小型画 面

サ イズ の 低機能 タ イプ とな り，負方 向に い くほ ど大形 画面 サ イ

ズの 高機能タ イプ とな っ て お り，第 1主 成分 は 「テ レ ビ の グ

レ
ー

ド」 を表わ して い る と解釈 す る こ とが で きる。一方，第 2

主成分 は 正方 向 に 「ブ ラ ウ ン 管種類 ／ 平面 」　「映像 表示機能／

順次走査．1 な ど，負方 向に は 「ブ ラ ウ ン 管 種類 ／ 曲面」　「映像

表示機能／ 飛 び 越 し走査 」 な ど が 布置 さ れて お り，第 2 主 成分

は 「ブ ラ ウ ン 管 の 性 能」 を表わ して い る と解釈す る こ とが で き

る。

　また，主成分 得点 を もと に第 1主 成分一第 2 主成分 の サ ン プ

ル の 散布図 を作 成す る と，図 3 に 示 すよ うに 明 らか に 4 個 の ク

ラ ス タ に 分類 して とらえる こ とが で きた。ク ラ ス タ 1 に分 類 さ

れ る 機種 は 376機種，ク ラ ス タ 2 に 分類 さ れ る 機種 は 48機 種，

ク ラ ス タ C に分類 され る 機種 は 45機種，ク ラ ス タ D に分 類 され

る機種 は57機種とすべ て 複数で あ り，ワ イ ドテ レ ビ を広 く分 類

す るこ とが で きた と考え られる。

　各ク ラ ス タの 特 徴 を分類 さ れ る各機種 の 特徴 や主成分 の 解 釈

か ら試み る と，ク ラ ス タ A は 第 1主 成 分方向の 広が りが も っ と

も大 き く，タ イプ や 画面 サ イ ズ に さ まざ まな種 類が ある と 考 え

られ る。また 第 2 主 成 分 方向で は も っ と も負 方 向に 位置

して お り，曲面 ブ ラ ウ ン 管 ・飛 び 越 し 走査方 式 の も っ と

もベ ーシ ッ ク なグ ル ープ で あ る。ク ラ ス タ B は，第 1 主

成 分 方 向で は ，ク ラ ス タ A よ り負 方 向に位置 して お り，

比較的 高機能タ イプや 大 型 の 画面 サ イ ズの 機種で あ り，

曲面 ブラ ウ ン 管
・順 次走査 方式 の グル

ー
プ で ある 。 ク ラ

ス タ C は 第 1 主成分方向 で はク ラ ス タB よ り正 方向に 位

置 し て お り，小型 ・低機 能で あ り，平面 ブラ ウ ン 管
・
飛

び越 し走査 方 式 の グ ル
ー

プ で あ る。ク ラス タ D は 第 1 主

成分 方向 で も っ と も負 方 向 に位 置 し て お り，高機 能 ・大

型 サ イズ で あ る こ と が わ か る。また ，第 2 主成 分方 向 で

は もっ と も正方 向 に 位置 して お り，平 面 型 ・順 次走 査 方

式の 高機能 ・高性 能の グ ル ープで あ る 。

3．1．4，クラス タの 観 点か らみ た 商 品展 開

　まず最初 に ワ イ ドテ レ ビの 時系列 的 な商 品展 開の 傾 向

を把 握す る た め ，各カ テ ゴ リ ご とに各 年度 の 主 成分得点

の 平 均値 を算 出 し，そ の 変動 を確認 した 。 そ の 結果，図

4 に 示 す よ うに，ク ラ ス タ A と ク ラ ス タ B ，ク ラ ス タ C

と ク ラ ス タ D が と もに類 似 した 動 きを見 せ て い る こ とが

わ か る。す なわ ち，前者 で は 本調査 期 間 の 94年 度 か ら99

年 度 の す べ て の 期 間 に 継 続 し て ラ イ ン ア ッ プ さ れ て お

第

2

主

成

分

1
フ

？
ノ

管

の

性
能

り，各年 度 ご と に 第 1主成分 の 負方 向 に 動 きが み ら れ る。こ の

こ とは，多機 能 タ イ プある い は画 面サ イズ が大 型化する傾 向に

あ る こ とを示 して い る と言 え よ う。一方，後者 で は 97年度以 降

に ラ イ ン ア ッ プ さ れ て お り，各年 度 ご との 動 きの 変化 も小 さ

く，機 能 ・性 能面で 変 化が 少な か っ た と考 え ら れ る 。

　次 に 調査 対象 と し た 5 メ
ー

カ の 商 品展 開 に 違 い を確認する た

め ，各 メ ーカ ご と に 抽 出 さ れ た 4 つ の ク ラ ス タ に 属す る 機種数

の 推移 を調べ た。その 結果，図 5 に示 す よ うに，ク ラ ス タ A を

主 とす る 曲面ブ ラ ウ ン 管の 機種 に よ り商品 ラ イ ン ア ッ プが構 成

されて い る 前半期間と，ク ラ ス タC や ク ラ ス タ D が 追加 され，

曲面 ブ ラ ウ ン 管と平面 ブ ラ ウ ン 管が 混在す る後半期間の 大 きく

固

有

値．

　 　 　 第 1 」或コ｝　　　第 2 　　ラ｝　　第 3 主成ラ 

図 2　固有値 の 変化 （ワ イ ドテ レ ビ）・

第 4 主成分 　 　第 5 工 M ）

　 　 一3　　　　　　 ．2　　　　　　 −1　　　　　　 0　　　　　　　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第 1主成 分 　グ レ
…ド

図 3　 サ ン プ ル の 散 布 図 （ワ イ ドテ レ ビ）
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図 4　 時系列的観点 か らみ た ク ラ ス タ 別主成分 得点 の平 均

　　　値の 変 動 （ワ イ ドテ レ ビ）
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図 5　 メ ーカ別 に み た ク ラ ス タ 別 の 機種数 の 推移 （ワ イ ド

　　　 テ レ ビ）

2 期 間 に 分類 す る こ とが で き る。また メ ー
カ 間 の 比 較 を 行 う

と．パ ナ ソ ニ ソ ク で は 前半 期 間 に お い て は ク ラ ス タ A と ク ラ ス

タ B ，そ して 後半 期 間 に お い て は さ ら に ク ラ ス タ C と ク ラ ス タ

D と 4 種 類 の すべ て の ク ラ ス タがみ られ，全期 間に お い て すべ

表 3　調査 項目と した 5 ア イ テム 23カテ ゴ リ （ス タ ン ダー

　　　 ドテ レ ビ）

1　 へ

†嫌 目

藻 1
q ） タ イブ

しーTYPEOL 　 　、．、 ■　　−」」． ．
2、．ユXP属P〜．　 、『、 ■　 　　■　　「−．
暴．工YP艮Ω3　 、、． 蕾　　　　　■．．．．−L齟L ．
4　．TYP艮⊆〕7 ．　 、『． ■　■　　　■　　　「「
5TYP 属9各　 　 ．．、■　　　■　■． 「．L齟」

■　　　　　，　■

惚 〕 画 面サ イズ 見』即 イ ンテ．、、　 ．
2．．U．イ ンチ 　 　．．
浸 ．L4｛、≧尹　 ．
4L5 ｛〆牙 ．
5．．田 ｛ ン テ ．．．、
62q 託．≧士．．　＿．．．
．ヱ 2ユ．｛≧チ ．．＿、．、
．遅 25 ｛、≧．五 ．、　 ．＿．
2．．2リイ≧．乏．．．．．
、1Ω．温 ｛∠ f．、．、．＿．．

ンテ

「 31 ズラ ウ ン 管 種憩 ．し．典．吻』』　 ．．．．．＿
L’

1劇 テ ーL 一ナ
ー

数 L ．≧．≧．離 」．、．＿＿．．、
「b 、

〔51 映像 表小 機 能 1．飛び聹Lん査
2 鯛・’・査

て の ク ラ ス タ を保有す る フ ル ラ イン を と っ て い る こ と が わ か

る。一・
方，そ の 他の メ

ー
カ で は ，前 半期 間 は い ず れ も ク ラ ス タ

A の み で 共通 し て い る が ，後 半期 間 で は 違 い が み ら れ る 。ソ

＝
一

で は も っ とも早い 97年度 か らク ラス タ C と と もに ク ラ ス タ

D が 出現 す る と と も に ．両 ク ラ ス タ に 属 す る機 種数 が 多 く，他

メ ー
カ に 比 較 して 早 い 時期か ら平 面 型 へ 製 品 開発 の 重点が 移行

して い る こ とが わ か る 。そ の 他の メ
ー

カで は，共通 し て98年度

以 降 に ク ラ ス タ C ，ク ラ ス タD が み ら れ るが，具体的な 商品展

開は 各メ
ー

カ ご とに 異 な っ て お り，ク ラ ス タ C ，ク ラ ス タ D の

み の 平面 型 に 特 化 して い る 東芝．ク ラ ス タ A 、ク ラ ス タ C ，ク

ラス タ D と平 面 型 に重 点が お か れ て い る シ ャ
ープ．そ して ク ラ

ス タ A ，ク ラ ス タ B ，ク ラ ス タ D と曲面型 に 重点 が お か れ て い

る 日 立 に分 類す る こ とが で きる。

　以 上 の よ うに ，ワ イ ドテ レ ビ の 商 品展 開 は ，ブ ラ ウ ン 管 種

類，映 像表 示 機能 が 大 き く影 響 して お りT 各メ
ー

カ ご とに 具体

的 な 商品展開は 異なる こ とが わか っ た，，
3．2，ス タ ン ダー

ドテ レ ビの 商 品展 開

3．2．1．調査対象

　次 に ス タ ン ダー
ドテ レ ビの 調査対 象 と した メ ー

カ 別 機 種数 を

怖 Pの 各年度 の 下 段 右側 に 示 す 。各 メ ーカ の 該 当機 種数 を み る

と，パ ナ ソ ニ ッ ク が 76機種，東 芝が 82機 種，ソ ニ
ー

が 65機種，
日立 が 53機 種，シ ャ

ープが 56機種 の 合計 332機種 で あ る 。

32 ．2．デ ー
タ の 作 成

　表 1 か ら 明 ら か なよ うに，ワ イ ドテ レ ビ と同 様 に メ
ー

カ に よ

り当該機種数 が 異 なる とと もに，各年度 ご とに 機 種数 の 変 化が

み ら tLる 。

　そ こ で ，調査 項 目と して ，前述 した 5 ア イテ ム に つ い て，ス

タ ン ダ
ー

ドテ レ ビに 該 当す る カテ ゴ リ の 抽 出 を行 っ た。
（D　タ イ プ
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　ス タ ン ダードテ レ ビ に 該当する 放送 メ デ ィ ア へ の 対 応機 能

は ，　1
．
地 上 波 チ ュ

ー
ナ
ー

」　「M −N コ ン バ ー
タ」　「モ ジ ネ ッ ト」

「BS チ ュ
ー

ナ
ー

」　「CS チ ュ
ー

ナ
ー」 の 5 種類 で あ り，こ れ ら

の 対 応 機 能 の 組 み 合 わせ の 違 い か ら6 タ イ プ に 分類 す る こ とが

で きた 。 ワ イ ドテ レ ビ に 比較 して タ イ プ の 種類 は 少な く，前報

［注 1 ］で 明ら か に した よ うに ，ス タ ン ダ
ー

ドテ レ ビ で は タ イ

プ に よ る 変化が ほ とん どみ られ なか っ た こ と を示唆し て い る と

言 え よ う。

（2） 画面 サ イ ズ

　ワ イ ドテ レ ビ に 比 較 して 小 型 サ イ ズ の 種類 が多 く，ll種類に

分類 す る こ とが で き た。

（3）ブ ラ ウ ン 管種類

　 ワ イ ドテ レ ビ と 同様 に 曲面型 と平面 型 の 2種 類 に分 類 す る こ

とが で きる。

（4＞チ ュ
ー

ナ
ー数

　2 映像表示 機 能の こ とで ，使 い 勝 手に 影響す る機能 で あ る こ

とか ら 設 定 した。

（5＞ 映像表示 機能

　前述 し た 飛 び越 し走査方 式 と順 次走 査方 式の 2 種類 に 分 類す

る こ とが で きる。

　 決 定 した 5ア イテ ム23カ テ ゴ リ を表 3 ［注 5 ］に 示 す。

3．2，3、ス タ ン ダードテ レ ビの 非線形主 成 分分析 に よ る 分

析と結果

　各メ
ー

カ の そ れぞ れの 機 種を サ ン プル と し，上記 の 項

目 に つ い て デ
ータ を作 成 し た 。そ の 結果，　 「 （4 ）

チ ュ
ー

ナ
ー数 ／ ツ イ ン 」 は 94年度 の ソ ニ

ー
に お け る 4 機

種の 特定機 種 に 限定 され る こ と が わ か っ た 。 そ こ で，本

分 析 で は ス タ ン ダードテ レ ビ の 商品展 開 の 傾 向 を広 く捉

小型画 面の 低 機 能 タ イ プ と な っ て お り，第 1主成 分 は 1
．
テ レ ビ

の グ レ
ード」を表 わ して い る と 解釈する こ とが で きる。一

方，

第 2 主成分は 正 方向に 「ブ ラ ウ ン 管種類／ 平面」　「映像表示機

能 ／順 次走査 」 な ど，負方 向 に は 「ブ ラ ウ ン 管種類／ 曲面 」

「映像 表示 機 能／ 飛 び越 し走査 」 が布置 され て お り，第2 主成

分 は 「ブ ラ ウ ン 管 の性 能」 を表 わ して い る と解釈す る こ とがで

きる。

　ま た，主 成 分得 点 を もとに 第 1 主成分
一

第 2 主 成 分 の サ ン プ

ル の 散布 図 を 作成す る と，図 7 に 示す よ うに 明 ら か に 3 個の ク

ラ ス タ に分類 して と ら える こ とが で きた。ク ラ ス タ E に分類 さ

れ る 機種 は282機種，ク ラ ス タ F に 分類 され る 機種は 34機種，

00

．

　 o．

固
有 0．
値

　 0、

　 　 　 　 第 1 主成分　　　　第 2主 成分 　　　　第 3 卞成分

図 6　固有値 の 変化 （ス タ ン ダードテ レ ビ）

勦 喊 分

える こ とが 目的で あ る こ とか ら，こ れ ら の 4 機種 を除 く

328機 種を対象 とす る こ と とし，　「チ ュ
ー

ナ
ー
数」の カ テ

ゴ リを 除 く 4 ア イ テ ム 21 カテ ゴ リに つ い て デ
ー

タ を作成

した。こ れ ら の デ
ー

タ を もとに，カテ ゴ リに は 「順 序尺

度」や 「名義 尺 度」 が含 まれ る こ とか ら，ワ イ ドテ レ ビ

と 同様 に 非線 形 主成 分分析 ［注 6 ］を 用 い て 分 析 を行 っ

た 。

　そ の 結果，図 6 に 示 す よ うに 第4 主成 分 まで の 固有 値

の 変化 をみ る と，第 2 主 成分 以 降の 固有 値 の 下 が り方 が

小 さい こ とか ら，第 2 主成分 まで を 取 り上 げ て 以降 の 分

析 を行 うこ と に し た 。

　因 子負荷量 か ら各主成 分の 解 釈 を試 み る と，第 1主成

分 の 正 方向 に は 「画面 サ イ ズ／34 イ ン チ 」　「タ イプ／

TYPE 〔｝9」な ど，反対 に負方向に は 「画 面サ イズ ／ LOイ ン

チ 」　「タ イプ／TYPEO1 」 な どが 布置 され て お り，正方 向

に行 くほ ど 大型画 面 の 高機 能 タ イ プ，負 方 向 に い くほ ど
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図 7　サ ン プ ル の 散布図 （ス タ ン ダードテ レ ビ）
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図 8　 時系列的観点 か らみ た ク ラ ス タ別主 成分得点 の 平均
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図 9　 メ ーカー
別 に み た ク ラ ス タ別 の機 種 数の 推移 （ス タ

　　　 ン ダー
ドテ レ ビ 〉

99

ク ラ ス タ G に分 類 さ れ る 機種 は i2機種 とす べ て 複数 で あ り．ス

タ ン ダー
ドテ レ ビの 特 徴 を広 く とらえ分類 す る こ とがで きた と

考 え る こ とが で きよ う 。

　各 ク ラ ス タ の 特徴を分類 され る機 種 の 特徴や 主成分 の 解 釈 か

ら試み る と，ク ラ ス タ E は 曲 面 型 ・
飛 び 越 し走 査 方 式 の 機 種

で ，第 1 主成分 方 向 の 広 が りの 大 き さ か ら も っ と もバ リエ
ー

シ ョ ン が 多い グ ル ープで あ る と言 える。ク ラ ス タ F は 平 面 型 ・

飛 び 越 し走査 方式 の 機 種 で．ク ラ ス タ E と 第 1 主成 分方 向で ほ

ぼ 同位置 に あ り，ブ ラ ウ ン 管 種類 は 異 な る か，比較 的類似 した

タ イ プ や画 面 サ イズ か ら構成 さ れ て い る と 考え られ る 。 ク ラ ス

タ G は 平面 型 ・順 次走 査方 式の 機種 で ある 。第 1主成分方 向で

は ク ラ ス タ E ，ク ラ ス タ F と ま っ た く重 複 して お らず，こ れ ら

の ク ラ ス タ と は 異 な る 多機 能 タ イプで 画 面サ イ ズ も大 型で あ る

こ とが わか る 。

3．2．4．ク ラ ス タの 観 点 か らみ た 商品 展開

　 まず最初 に ス タ ン ダ
ー

ドテ レ ビ の 時 系列 的 な 商品展 開の 傾 向

を把 握す る た め ，各カ テ ゴ リ ご とに 各年度 の 主成分 得点の 平均

値 を算出 し，そ の 変動 を確 認 し た。そ の 結 果，図 8 に 示す よ う

に，ク ラ ス タ E は 94年度，ク ラス タ F で は97年 度，ク ラ ス タ G
で は98年 度 と，時系列的 に 各 ク ラ ス タが 出現 して い る 。 また，
各ク ラ ス タ内 の 平均値の 変 動 は 共通 して 小 さ く，機能 ・性 能 面

で の 時系列 的 な変化は ほ とん どな な か っ た と考 え ら れ る。

　次 に 調査 対象と し た 5 メ
ー

カ の 商 品 展 開 に違 い を確 認す る た

め ，メ ー
カ ご と に 抽 出 さtLた 3 つ の ク ラ ス タ に 属 す る 機種 数の

推 移 を 調べ た。その 結 果，図 9 に 示 す よ うに ，ワ イ ドテ レ ビ と

同 様 に ク ラ ス タ E の 曲面 ブ ラ ウ ン 管 の 機種 に よ り商 品 ラ イ ン

ア ソ プ が 構 成 され て い る前半期間 と，ク ラ ス タ F や ク ラ ス タ G

が 追加 され ，曲面 ブ ラ ウ ン 管 と平 面 ブ ラ ウ ン 管 が混 在す る後半

期間の 2 期 間 に 分類 で きる こ とが わ か っ た。また，メ
ー

カ 間の

比較 を行うと，前半期 間に お い て は 各 メ
ー

カ 間 で 差 は な い が，
後半 期 間に お い て は，ク ラ ス タ F とク ラ ス タ G の 両 ク ラ ス タ が

ラ イ ン ア ノ ブ さ れ る パ ナ ソ ニ ソ ク，東 芝，ソ ニ
ー

と，ク ラ ス タ

F だ けが ラ イ ン ア ソ プ され る 日 立，シ ャ
ー

プ に 分 類 で き，商 品

展 開 に は 2 種 類 の 傾 向が あ る こ とが わ か っ た。また，前者 の な

かで 平面型 の 市場投 入 の 時期 が 早 か っ た ソ ニ
ー

では，ク ラ ス タ

F ，ク ラ ス タ G の 機 種数 が他 の メ
ー

カ に 比 較 し て 多 い と 言 え

る 。

　以 上 の よ うに ，ス タ ン ダ
ー

ドテ レ ビの 商 品展 開 は ワ イ ドテ レ

ビ と同様 に ，ブ ラ ウ ン 管 種類，映 像表 示機 能が 大 き く影響 し て

お り，各 メ
ー

カ ご とに具 体 的 な 商品展 開は 異 な る こ と が わ か っ

た。

4．商品 ラ イ ン ア ッ プの 展 開 とデ ザ イン の 考 え 方

4、1．各 カテ ゴ リに お け る デザ イ ン の 考 え方

4．1．1．調査 の方 法

　さ て 以 上 の よ うに，ワ イ ドテ レ ビ，ス タ ン ダ
ー

ドテ レ ビ に 共

通 し て ，本 調査 期 間 に お け る 商 品展 開は ，ブ ラ ウ ン 管 種類 や 映

像表示機能が 大 きく影響 し て い る こ とが わ か っ た。そ こ で ，こ
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れ らの 商品展 開 にお け るデザ イ ン の考 え方につ い て，外観デ ザ

イ ン に強 く影響 す る と考 え られる ブラ ウ ン 管種類に留意 し，曲

面ブ ラ ウ ン 管の 機種 と平 面 ブラ ウ ン 管 の 機 種に 分類 し，検討す

る こ と と した 。

　主要 4 メ
ー

カ
ー

へ の ヒ ア リ ン グ調査 ［注 7］ の 結果，テ レ ビ

は 正 面視 が 基本 で あ り，主 な形 態 要素 とし て は フ ロ ン トキ ャ ビ

ネ ッ ト部 の ブ ラ ウ ン 管周 り，ス ピーカ
・一，コ ン トロ ール パ ネル

の デザ イン で あ る こ と が わ か っ た 。 そ こ で ，前述 した カ タ ロ グ

を資料 と して 調査 を行 うこ と に した 。 な お ブ ラ ウ ン 管サ イズ に

応 じて 個 々 の 部 品の プ ロ ポ
ー

シ ョ ン な どが 異 なる場 合が あ る こ

とか ら，共通 す る デ ザ イ ン 処埋 を行 っ て い る場合は，同一デザ

イ ン として と らえる こ と に し た。また 各年度に ラ イ ン ア ッ プ さ

れ て い る機 種 に は，当該年 度 に 新 た に 市場投 入 され た 機 種 と，

前年 度，あ るい は そ れ以前 か ら継 続 して 市 場投 入 され て い る 機

種の 両者 が 混在 して い る と考え られ る こ とか ら，本調査 で は．

各年度の 新機 種の み を対 象とする こ と とした。

　以 上 の 考 え方 に 基 づ き，ワ イ ドテ レ ビ，ス タ ン ダードテ レ ビ

の 各カ テ ゴ リご と に ，各年度の 新機種 全体 に対 する 同
一

デザ イ

ン の 機種数の 割合を算出 し た。また複 数 の 異 な るデザ イン がみ

られ る場合 はそ れ らの 値の 平均値 を求 め た。

4．1．2．各 カ テ ゴ リの デザ イ ン の 考 え方

　 ワ イ ドテ レ ビ に おけ る 各年 度 ご との 新 機種 間の デ ザ イ ン の 共

通性 を図 10に示 す。曲面 ブ ラ ウ ン 管 の 機 種に お い て は，98年度

の 日立 を除 くと，その 他 の 期 間で は 各 メ
ー

カ に 共通 して 50％ 以

下 の 値で あ り，複数の 異 なるデ ザ イン が混在 して い た こ とが わ

か る。一
方，平面 ブ ラ ウ ン 管の 機 種で は，各 メ

ー
カ ご とに 大き

くそ の 値 は 異 な っ て お り．全 機 種が 同
一

デ ザ イ ン の メ ー
カ と複

数 の デ ザ イ ン が 混在 して い る メ
ー

カ の 両 方が あ る。

　 次 に ス タ ン ダ
ー

ドテ レ ビ にお け る各年度 ご との 新 機 種間 の デ

ザ イ ン の 共 通性 を図 11に 示 す。曲面 ブ ラ ウ ン 管 の 機 種 に お い て

は，メ
ー

カ に よ っ て 全 機種が 同
一

デ ザ イ ン となる 期 間 もみ られ

るが，多 くの メ
ー

カ で は 50％以 下 の 値で あ り，複数の デ ザ イ ン

が混在 して い る こ とが わか る。また平 面 ブ ラ ウ ン管の 機種 にお

い て もワ イ ドテ レ ビ と同様 に，全 機種が 同
一

デ ザ イ ン の メ
ー

カ

と複数の デ ザ イ ン が 混在 し て い る メ
ー

カ の 両方が ある 。

　 以 上 の よ うに，テ レ ビ の 商品展 開 に おけ る デ ザ イ ン の 考 え方

は，一
部 の メ ーカ の 特定 の 期 間 で は ，市 場投 入 さ れ る全 機 種 の

デ ザ イ ン が 同
一

で あ る 「統
・一

型 デ ザ イ ン 」 で あ る こ とが わ か っ

た が，多 くの 期 間 にお い て，両 カ テ ゴ リ に 共通 して ．複 数 の デ

ザ イ ン が 混 在 して い る 「分散型 デ ザ イ ン 」で あ る こ と が わ か っ

た 。

4．2．タ イ プ別及 び画面 サ イズ別 に み た デザ イ ンの 共通 性

4．2．1．調査 の方 法

　 次 に複 数 の デザ イ ン が 市 場投 入 さ れ る 「分散型 デ ザ イ ン 」 の
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図10　 ワ イ ドテ レ ビにお ける新機種間の デ ザ イ ン の 共通性
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図 11 ス タ ン ダー ドテ レ ビに お け る 新機種 間の デザ イ ン の

共 通 性 の 時 系 列 的 変 化

期間に おい て，デ ザ イン の 統
一

が み られる 観点が ある か ど うか

検討 し た 。 すな わ ち，前述 した ヒ ア リン グ調査 ［注 7］ の 結果

を もとに，商 品ラ イ ン ア ッ プの 展 開 に おい て も っ と も基本 的 な

「タ イ プ 」 と，部 品 共 用 化 の 観点 か ら重 要 な意味 を もつ 1画面

サ イ ズ 」の 2 点 に 着 目 し，再度，デ ザ イ ン の 共通性に つ い て確

認す る こ と と した。具 体 的 に は，同
一

タ イ プ の 新機 種間の デ ザ

イ ン の 共通 性 と，同
一画面 サ イズ の 新 機種 間の デ ザ イ ン の 共通

性 につ い て，各々 の タ イ プ．各々 の 画 面サ イズ ご と に，各年 度

の 当 該 タイ プ あ るい は 当該画面サ イ ズ の 新機種 全体 に 対 す る 同

一
デザ イ ン の 機種数 の 割合 を算出 した。また複 数 の 異 な るデザ

イン が み られ る 場合は それ ら の 値の 平均値を求 めた。

4．2．2，デザ イ ン の 共通 性 の 比較

（1） ワ イ ドテ レ ビ

　 ワ イ ドテ レ ビ に お け る タ イプ 別及び 画面 サ イ ズ別に み た新機

種 間 の デ ザ イ ン の 共通性 を 表 4 に 示 す。各メ
ー

カ ご と に そ の 観

点や 該 当す る 年 度 は異 な る が，タ イ プ 別 あ る い は 画面 サ イズ 別

に 100 ％ ，す な わ ち タ イ プ や 画 面 サ イ ズ ご とに デ ザ イ ン が 統
一

され て い る期 間が あ る こ と が わか っ た。

　パ ナ ソ ニ ッ ク で は，曲面 ブ ラ ウ ン 管 の 機種，平 面 ブ ラ ウ ン 管
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表 4　 ワ イ ドテ レ ビに お ける 各 メーカの タ イ プ別及 び画面 サ イ ズ 別に み た デザ イ ン の 共通性 の 比較
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表 5　 ス タ ン ダードテ レ ビに お け る 各 メ ーカ の タ イ プ別及び 画面サ イズ 別 に み た デザイ ンの 共 通性の 比較
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の 機種 に 共通 して IO〔｝％ とな る期 間 は 少 な く，本 分析 で 着 目 し

た タ イ プ や 画面 サ イズ の 観点 か ら デ ザ イ ン の 統
・
は 図 られて い

な い と い え よ う、、東芝 も同様に 曲面ブ ラ ウ ン 管 及 び 平面 ブ ラ ウ

ン 管 の 機 種 に 共通 して 100％ とな る 期 間は 少 ない が，近 年で は

画面 サ イズ 別 に デ ザ イ ン の 統
．．．・

を図 る よ うに 思 わ れ る。ソ ニ
ー

で は 曲 面 ブラ ウ ン 管 の 機種で は，ほ ぼ 継 続 して 画 面 サ イ ズ 別 に

tOO％ の 値 と な っ て い る。 ま た 平面 ブ ラ ウ ン 管の 機種 で は，市

場投 入初 期 の 97年 度 を 除 くと統
一一

型デ ザ イン とな って い る。日

立 で は ，曲 面 ブ ラ ウ ン 管の 機種 で は，パ ナ ソ ニ ッ ク や 東芝 と同

様 に 100％ とな る 期 間 は 少 な く，年 度 に よ りそ の 観点 も 異 な

る 。 シ ャ
ー

プ で は，曲面 ブ ラ ウ ン 管 の 機種で は タ イ プ 別 に 100

％ とな る 期 間が み られ たが，平 面 ブ ラ ウ ン 管の 機 種で は，両観

点と もに 低い 値 を示 して お り，タ イプ別及 び画 面 サ イ ズ別 に デ

ザ イ ン の 統
一

は 図 られて い ない と言 えよ う。

（2）ス タ ン ダ
ー

ドテ レ ビの デザ イ ン の 共 通 性

　次 に ス タ ン ダ
ー

ドテ レ ビ に お け る タ イ プ 別 及 び画面 サ イズ 別

に み た 新機 種間 の デ ザ イ ン の 共 通 性の 平均 値 を 表 5 に 示 す．ワ

イ ドテ レ ビ と同 様 に ，各メ ーカ ご と に その 観点 や 該当す る 年 度

は 異 な る が ，タ イ プ 別 あ る い は 画 面 サ イ ズ 別 に 100 ％，す なわ

ちタ イ プ や 画面 サ イズ ご とに デ ザ イ ン が 統一
され て い る期 間 が

ある こ とが わ か っ た、，

　
パ ナ ソ ニ ッ ク で は，曲面 ブ ラ ウ ン 管 の 機種 で は，画 面 サ イ ズ

別 に 匡00％ とな る 期 間が み られ る、，また近年で は 曲面 ブ ラ ウ ン

管，平面 ブ ラ ウ ン 管の 機種 に共 通 して 統一一型デ ザ イ ン と な っ て

い る 。 東芝で は 曲面 ブ ラ ウ ン 管 の 機種 で は ，画 面サ イ ズ 別 に デ

ザ イ ン の 統
．．一・

がみ られ る tt
一方，平面 ブ ラ ウ ン 管 の 機 種で は 統

．一
型 デ ザ イ ン とな っ て い る。ソ ニ ーで は 曲 面ブ ラ ウ ン 管，平面

ブ ラ ウ ン 管 の 機 種 に 共 通 して 統
一

型 デ ザ イ ン が み られ た が ，近

年 で は タ イ プ や 画面 サ イズ の 観点 か らデ ザ イン の 統．．．・
は 図 られ

て い ない と い え よ う 。 日立 で は 曲面 ブ ラ ウ ン 管 及 び平面 ブ ラ ウ

ン 管 の 機 種 に 共 通 して ，画面 サ イズ 別 に デ ザ イン の 統 一
が 図 ら

れ て い る。シ ャ
ープで は 曲面 ブ ラ ウ ン 管 の 機種 で は，画 面 サ イ

ズ 別 に 100 ％ の 値 と な っ て い る，、また 平 面 ブ ラ ウ ン 管 の 機種 で

は統一
型 デ ザ イ ン と な っ て い る。

4．3．商品 展開 と デ ザ イ ン の 考 え方

　以 上 か ら，商 品 ラ イ ン ア ッ プ に お け る デ ザ イ ン の 考 え方 を整

理 す る と，市場投 入 され る 全機種の デ ザ イ ン が 同
一

で ある i統
一

型 デ ザ イ ン 1 と，複 数の デ ザ イ ンが 投入 され る 「分 散 型 デ ザ

イ ン 」 の 2 種 類 に 大 き く分 類で きる こ とが わ か っ た。さ ら に 後

者に つ い て デ ザ イ ン の 共通 す る 観点 をみ て み る と，タ イ プ 別 に

デ ザ イ ン が 同
一

で あ る 「タ イプ立 脚 型 デ ザ イ ン 」，画 面サ イ ズ

別 に デ ザ イ ン が 同
一

で あ る 「画 面サ イ ズ 立 脚 型 デ ザ イ ン 」，そ

して デ ザ イ ン の 共通性 が み られ な い 「複合 型 デ ザ イ ン 」 の 3 種

類 が ある こ とが わ か っ た。
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　 「統
一

型 デ ザ イ ン 」 は，各メ
ー

カ と して の ラ イ ン ア ッ プ を訴

求す る もの で あ る。例 えば，ワ イ ドテ レ ビ をみ る と，ソ ニ
ー

に

統
一型 デ ザ イ ン が み ら れ る が ，こ の メ

ー
カ は も っ と も早 く平面

ブラ ウ ン 管 の 機種 を市場投 入 して お り，他 社 との 商品性 の 違 い

を強 く訴求す るこ とが重 要で あ っ た こ とが 理 由と考え られ る。

また ス タ ン ダードテ レ ビ に おい て も，パ ナ ソ ニ ッ ク，東芝，

シ ャ
ープ に統

一型デ ザ イ ン がみ られる が，こ れ らの 機種に お い

て も，平面 ブ ラ ウ ン 管 の 機種 と して 新規 に市 場投 入 した こ とか

ら．デ ザ イ ン の 統
一

を 図 り，商 品 の 訴 求 を行 っ て い る と考 え ら

れ る 。　「タ イ プ 立 脚型 デ ザ イ ン 亅は，両 カ テ ゴ リ に 共通 して あ

ま りみ ら れ な い が ，ワ イ ドテ レ ビ に比 較的 多 くみ ら れ る と言 え

よ う。ワ イ ドテ レ ビ で は，前述 し た よ うに タ イ プ の 種類が 多

く，価格 レ ン ジ も広 くな る こ とか ら，各タ イプ の 機 能 ・性 能差

を訴 求す る こ とが 必 要 で ある こ とが 理 由 と して 考 え られ る。

「画 面 サ イ ズ立 脚 型デ ザ イ ン 1 は，部 品 共用化 に重 点が置 か れ

て い る と 考え ら れ，生産 コ ス トを優先 した デ ザ イ ン の 考 え方 と

言 え よ う。 ま た ス タ ン ダードテ レ ビ にお い て ，各メ
ー

カ に共通

して 多 くみ られ る が ，リ ビ ン グ，寝 室，台所 な ど，画面 サ イ ズ

ご とに使 用場 所 を 考慮 した デ ザ イ ン が 重 要で あ る こ と も理 由 で

あ る と考 え られ る 。

一
方 「複合型 デ ザ イン 」に つ い て は，本分

析 で 着 目 した観 点以外の 細 か な 仕様の違い に 基づ きデ ザ イ ン が

差別化 されて い た り，画面 サ イ ズ に応 じて 「タ イプ立 脚型 デザ

イ ン 」 と ［画 面サ イ ズ立 脚型デ ザ イ ン 」の 両者 を折衷 させ て い

る と考 えられ る 。

5．お わ り に

　本研 究 で は，ブ ラ ウ ン 管方式の テ レ ビの 中 で 商 品 ラ イ ン ア ッ

プ の 構成 比率 が高 い 「ワ イ ドテ レ ビ」と 「ス タ ン ダードテ レ

ビ」 の 2 カ テ ゴ リ を対 象と して ，商品展開の あ り方 とデザ イ ン

の 考え方 に つ い て 検 討 した。

　本調査 期 間の 商品展 開 は，両 カ テ ゴ リ，5 メ ーカ に 共通 して

ブ ラ ウ ン 管 及 び 映像 表示機 能の 高 機能 ・高性 能 化 に基 づ くもの

で あり，各 メ ーカ の 技 術 開発力 や 商 品戦略の 違 い が 影 響 し，そ

の 変 化の過程は 各メ ーカ に よ り異 な っ て い る と考え られた。ま

た 商品展開にお け る デ ザ イン の 考 え方 は，各メ
ー

カ 及び各カ テ

ゴ リ ご とに 時系列的 に 変化 して お り， 「統
一
型 デ ザ イン 」 と

「分散型デ ザ イ ン 」の 2 種類 に大 き く分 類 で きる こ とが わ かっ

た 。さ ら に後 者 は ，その 共通 性 の 観点 の 有無 や その 違 い か ら

「タ イ プ立 脚型 デ ザ イ ン 」　「画面 サ イ ズ立 脚型 デ ザ イ ン 」 「複

合型 デ ザ イ ン 」 の 3 種 類 に 分類 で きる こ と が わか っ た。こ れ ら

の デ ザ イ ン の 考 え方 の 違 い は，ラ イ ン ア ッ プ化 され る 新機種の

タ イ プ や 画面 サ イ ズ の 種類 な どと と もに ，各 メ
ー

カ の 商 品 戦略

や 生 産 コ ス トに 対す る 考 え方 の 違 い な ど が 影響 して い る と考 え

られ た。
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　今後 は，製 品 ラ イ フ サ イ ク ル の 黎明期 に ある 商 品や 嗜 好性 の

強い 商 品，あ る い は 住 宅設備機器 な ど，多様な商 品 に つ い て 調

査 を行 い ，商品 ラ イン ア ッ プ の 構造や デ ザ イ ン の考 え方 を明 ら

か にす る こ とで ，商品 ラ イ ン ア ッ プ に み る デ ザ イ ン 手法 を類型

化で きる と考え られ る。
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